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研究成果概要 
本年度は４つのテーマに取組んでおり、それぞれ大きな進捗が得られた。 
	 一つ目のテーマは、ニッケルを含む樹脂に中性子線源をはめ込んでタンク内に挿入し

得られたデータ（ヒット数で評価）と、キセノンフラッシュランプを用いたデータ（光

電子数で評価）から独立に求められる、スーパーカミオカンデ(SK)検出器の非対称性に
差が見られた問題から発した研究の進展である。この原因は、光電子増倍管(PMT)の経
年変化に伴う増幅率の増加が PMT の製造時期によって異なるためだった。SK の PMT
の製造時期は、取り付け位置によって偏りがあることが知られており、大気ニュートリ

ノ等のデータの解釈にも影響を及ぼすため、昨年度から補正をかけることとなった。本

年度は、太陽ニュートリノの観測に与える影響について、太陽ニュートリノの研究を行

っているグループに協力をすることで寄与を果たすことができた。 
	 二つ目のテーマはレイリー散乱等の精密測定である。特に本年度は、SKで測定された
レイリー散乱の特性を、デスクトップで行ったことと、ラマン散乱と呼ばれる散乱現象

の与える影響について評価を行ったことが顕著であった。SKの観測に無視できない可能
性もあるため、今後研究を続ける。 
	 三つ目のテーマは、SKの水透過率の測定である。イギリスのメンバーが参加し、研究
を開始した。特に水平方向に入射するレーザーデータを使った解析を進めている。 
	 四つ目のテーマは、SK検出器校正の自動化へ向けた装置の製作である。これも装置は
完成し、実際に SKに設置して運転する準備試験が進められた。 
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